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Finkelhor and Ormrod らは，家庭内に継親がいることは，シングルペアレント家庭以上に
虐待のリスクが高く，ステップファミリーが介入するべき重要な対象であることを指摘し
ている． 
公的実践の背後には明らかに「公」に含意される責任があるが，同じ公的実践である児
童養護施設と里親では血縁に対するスタンスの違いがあった．また，同じ私的実践である
養子縁組とステップファミリーでも血縁に対するスタンスには違いがあった．そこには，
それぞれが公的／私的であることの違いだけでなく，その養育形態や成員の構成などの違
いにより，養育者から子どもに対する血縁の捉え方だけでなく，子どもから養育者対する
血縁の捉え方にも違いがあることが明らかとなった． 
次に，大学学部生へのアンケート調査から，大学学部生の血縁意識がどのようなもので
あるかを検討した．その結果，大学生の血縁意識は強い傾向にあることがわかった．そし
てそこには，家族における血縁は重要だと思いながらも，もし現在の両親と血がつながっ
ていないとわかっても，現在の両親を選択するという，一見矛盾するような血縁意識の存
在があることがわかった．そしてそれは，定位家族である現在と，将来生殖家族になるこ
とを想定した場合に，血縁意識に違いがあることにも見られる．また，血縁意識の強弱が
血縁にかかわる選択において影響することも明らかとなった．しかし，そこにおける選択
は，状況依存的で曖昧なものであることが示唆された．それは，多くの人びとが自身の血
縁意識には自覚的ではなく，一般論や周りの環境の影響を受けており，血縁が自身の問題
として直面するような状況にならない限り，真剣にとらえようとしないと考えられるから
である． 
これまで，血縁意識についての大規模調査は行われておらず，このような結果は，これ
まで述べたような家族に関わる問題に影響を与えることが考えられ，さらなる検証が求め
られることが示唆された． 
次に，離婚という経験が血縁意識に作用するかをシングルマザーへのインタビュー調査
により検討した．その結果，離婚によって，血縁があることが相反する意識をもたらすこ
とがあることが示唆された．それは，血縁を重要視すれば，自身と子どもとのつながりは
「切っても切れない関係」だからこそ強固な紐帯として捉えられるが，元パートナーと子
どものつながりは「切っても切れない関係」だからこそ複雑な感情を惹起するという，相
反するような血縁意識となってしまうことである． 
また，シングルマザーの再婚は必ずステップファミリーとなるため，普段は当たり前の
こととして潜在化されている血縁意識が，ステップファミリーを形成するときには顕在化
され，自身の意識と継子となる子どもの意識が異なると想定された場合に，その血縁意識
の壁をどのように超えていくかが重要となることがうかがえた． 
最後に，増加する児童虐待において，非血縁パートナーに着目し，血縁意識が影響して
いるかを児童虐待検挙状況から検討した．その結果，児童相談所が公表している児童虐待
相談対応件数では，非血縁パートナーの存在はそれほど大きくないが，児童虐待検挙状況
をみると，そこには明らかに非血縁パートナーの存在がみてとれた． 
また，ステップファミリーの予備軍ともいえるシングルマザー世帯における，非血縁パ
ートナーからの虐待のリスクが高いことも明らかとなった． 
以上のように，「血縁・血縁意識・アイデンティティ」はそれぞれ強固に関係しながらも
その様相は，複雑であることがわかった．また，多くの人びとの血縁意識は，親子関係に
おける血縁が当たり前であることなどから潜在化され，自身の血縁意識に自覚的ではない
ことが明らかとなった．そしてこの人びとの血縁意識を捉えない限り，血縁意識が関与し
ていると思われる問題への対応策を検討することはできない． 
通常，親子関係は血縁を媒介として親子というアイデンティティを形成する．そして，
それが「切っても切れない」ものであることがその関係を強固にする．さらに，「切っても
切れない」ものであることが，親子というアイデンティティを非血縁者間に形成すること
への排他性を強める．養育者と子どもの関係における血縁は，血縁がある／ないだけでな
く，その双方に正／負の二面性があり，それが状況によりさまざまかつ，複雑な様相を呈
するのである． 
これまで，結婚するとは，家族を形成するとは，子どもを持つとはどういうことかが学
校教育に組み込まれることがなかった．しかしながら，家族の多様化が進んでいる現代社
会において，それらについて教育機会を設ける必要があると思われる． 
では，これまで述べてきたような家族の問題に対応するためには，どのような視座が求
められるだろうか．本稿では，進化論的アプローチと人的ネットワークという視座を架橋
して家族の問題を捉え，その対応策を検討することを提示する． 
進化論的アプローチにより血縁に関わる家族の問題を捉え，血縁や遺伝子に対する意識
を自覚化し，子どもの養育に対する地域と地域以外の人的ネットワークの支援を構築する
ことにより，多くの問題を解消または軽減することに期待できる，と考える． 
 
 
